
ＪＯＣジュニアオリンピックカップ山口県予選   

2022 年度全日本卓球選手権大会（カデットの部）山口県予選 

（無観客試合） 
 

１．日     時   2022年 8月 11日(木) ９時から 

２．会     場   宇部市 俵田翁記念体育館 
３．主     催   山口県卓球協会 
４．主     管   宇部市卓球協会 
５．後     援   山口県、宇部市教育委員会 
６．種     目    ① 中学１年生以下（13 歳以下）男子シングルス・女子シングルス 

② 中学２年生以下（14 歳以下）男子シングルス・女子シングルス 

③ 男子ダブルス・女子ダブルス 
 7．資 格 等  ①参加者は 2022 年度山口県卓球協会に選手登録している者であること。 

② ア 中学１年以下：平成 21年４月２日以降に生まれた者 

イ 中学２年以下：平成 20年４月２日以降に生まれた者 

ウ ダブルスは平成 20年４月２日以降に生まれた者であれば、誰とでも組む 

ことができる。 

８．ル － ル    ①現行の日本卓球ルールに準ずる。 

②ゼッケンは（公財）日本卓球協会指定（2022年度）のものを使用すること。  

９．使 用 球    (株)ＶＩＣＴＡＳ ＶＰ40＋スリースター 

10．参 加 料    シングルス１名につき 700円、ダブルス１組につき 800円、冷房代一人 500円 

         試合当日に集金させて頂きます。 

 11．申込方法  別紙「ＪＯＣジュニアオリンピックカップ山口県予選参加者申込書」に記入の上、下記 

宛にてお申し込み下さい。※スマホからの申込も可能です。 

〒755-0805 宇部市文京台 1-21-3 

  中村 篤  TEL 090-9732-1271 

12．申込期限 2022年 7月 26日(火)必着 

13．代表者数 ① 中学１年生以下（13歳以下）男子シングルス（3名）・女子シングルス（3名） 

② 中学２年生以下（14歳以下）男子シングルス（3名）・女子シングルス（3名） 

③ 男子ダブルス・女子ダブルス（各 1組）  

※2021年度より特別推薦枠（ペン・カット型）は廃止となりました。 

14．そ の 他 ① 事故防止のため、中学生は各チーム（男女別）教師の引率１名、小学生以下は選 

手１名につき帯同者１名の入場を認める。 

② 全国大会への出場権を獲得した者は、特別の事情が生じない限り、全国大会への出場 

を辞退することは出来ないので、予め学校の了解を得たうえで申し込んでくださ

い。なお、全国大会は 10月 28日(金)～30日(日)に奈良県で開催されます。 

③ 大会中の事故等について主催者側は責任を負わないので、各自健康状態に留意の

うえ御参加ください。 

④ 申込後の棄権はできるだけご遠慮ください。 

（後日、参加料を請求させて頂きます。） 

⑤ 本大会は、東京選手権大会(カデットの部)・大阪国際招待卓球選手権大会(カデッ

トの部)の選考を兼ねる。 

⑥当日朝の練習は出来ません。 

※新型コロナ感染が落ち着いている場合は試合前日までにＨＰで練習の可否をお 

知らせします。 

◎日本卓球協会新型コロナ感染防止ガイドラインを厳守します。選手及び帯同者
は健康状態申告一覧表をご提出下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

ＪＯＣジュニアオリンピックカップ山口県予選   

2022 年度全日本卓球選手権大会（カデットの部）山口県予選 

参加申込書 

（参加する選手は全て山口県卓球協会に登録している者であること） 

  

申込責任者 （学校名等）（      男・女）・氏名             

  住所〒                    ＴＥＬ          

   

◎ダブルスの部 

性別 （フリガナ）氏 名 （フリガナ）氏 名 所属（戦歴） ※帯同者 

    

 

（      ） 

 

  

    

 

（      ） 

 

  

    

 

（      ） 

 

  

※ダブルス帯同者：中学生は各チームに１人、小学生以下は１組１人まで認める。 

◎シングルスの部 

種目 （フリガナ）氏 名 所属 戦績 ※帯同者 

    

 

 

 

    

 

 

 

    

 

 

 

    

 

 

 

    

 

 

 

 

    

 

 

 

※ＦＡＸでの申込は誤送の可能性がありますので、必ず郵送でお申込み下さい。 

※チーム内で実力順に記入のこと 

※シングルス帯同者：中学生は各チームに１人、小学生以下は選手１名につき１人まで認める。 

 


